
 

 

 

                        レース公示   

 

2026 iQFOiL ナショナルシリーズ最終戦 江ノ島大会  

2026 iQFOiL ユースジュニアクラス全日本選手権 

 

期日：2026 年 11 月 21 日(土) 22 日（日） 

開催場所：江ノ島ヨットハーバー 

 

                      主  催      

 

一般社団法人湘南海洋教育スポーツ振興協会 

 

                      共同主催      

 

一般社団法人セーリングアスリートクラブ連盟 

一般社団法人日本海洋教育スポーツ振興協会 

（総合型地域スポーツクラブ江ノ島ちょっとヨットビーチクラブ） 

一般社団法人日本ウィンドサーフィン協会 

 

                      公  認      

 

公益財団法人 日本セーリング連盟（JSAF 承認番号 申請中）   

 

                      協  力      

 

ちょっとヨットビーチマリーナ江ノ島、腰越漁業協同組合、江ノ島片瀬漁業協同組合、 

 

                      協  賛     

 

 

MagicMarine Japan 

Starboard Japan 



 

1． 適用規則   

1.1. 本大会には、『セーリング競技規則 2025-2028』（以下『RRS』という。）、RRS 付則 B 及び iQFOiL クラス規

則を適用する。ただし、下記で変更または追加されたものを除く。 

1.2. 適用される国内規定は、公式掲示板に掲示される。 

1.3. FOIL チャレンジクラスについては、大会当日のスキッパーズミーティングで補足説明する。 

1.4. RRS 付則 B を適用する。ただし、RRS B5 60.2(a)(1)を削除する。 

1.5. 各規則と矛盾がある場合は帆走指示書を優先する。 

 

2. [SP] 広告 、セイルへの表記、および国旗  

2.1.  セイルと競技者は、イベントスポンサーのための広告を搭載することが求められる場合がある。これは、ワ

ールドセーリング規定 20 - 広告コードに従い、地元の大会組織委員会によって提供される。 

2.2.  セイル上では、イベントスポンサーのブランドは、8.0、7.3 セイルではバテン#5 の直下、7.0、6.0、5.0 

セイルではバテン#3 の直下に、できる限りリーチに近く配置するが、セールの角の補強と重ならないように

する。競技者はステッカーを切ったり変形させたりしてはならない。  

2.3. 本大会では、クラス規則で定められたセイルへの国旗表示は任意とする。競技者が国旗を表示する場合は、必

要な国旗を自ら用意しなければならない。 

 

3. [SP] [NP] 追加の識別 

3.1. フリートまたはグループの識別のために、大会実行委員会はイベントのビブベストを提供することがあり、競

技者はレース中これを着用しなければならない。 

3.2. ビブベストはレース中に他の衣服の上に着用する。競技者は意図的にビブベストを切ったり破ったりしてはな

らない。  

 

4.  参加資格、クラスおよび競技種目   

4.1. 参加資格  

A) 本年度の日本セーリング連盟の会員であること。(＊iQFOiL クラス参加選手は登録必須)  

B) 日本ウインドサーフィン協会の会員であること。(＊全員必須/JWA ユースジュニア会員登録費は 3000 円/損害保険付） 

C) 主催者もしくは協会が参加を認める選手。 

D) 未成年の選手は保護者の同意を得ている選手。 

E) iQFOiL ユース男子/女子は、2026 年 12 月 31 日時点で 19 歳未満であること。 

F) iQFOiL ジュニア男子/女子は、2026 年 12 月 31 日時点で 17 歳未満であること。 

G) FOIL チャレンジクラスは 12-18 歳の選手であること。 

4.2. クラス 

A) iQFOiL オープンクラス 男子／女子（iQFOiL ナショナルシリーズ） 

B) iQFOiL ユースクラス 男子／女子（iQFOiL ユース全日本） 

C）iQFOiL ジュニアクラス 男子／女子（iQFOiL ジュニア全日本） 

D）FOIL チャレンジクラス（セイルは 8.0 以下、ボード／フォイルはオープン） 

4.3. 競技種目 

  本大会では、iQFOiL クラスはコースレース及びスプリントレースを行う。 

FOIL チャレンジクラスはスラロームレースを行う（コースは当日掲示される） 

 

5. 参加料及びエントリー規定  

5.1. 大会エントリー費  

1) iQFOiL オープン/ユース/ジュニアクラス 15,000 円 

2) FOIL チャレンジクラス  8000 円 

※申込期限以降のエントリーの場合はレイトエントリーフィー3,000 円が別途必要となる。 

主催団体指定の WEB エントリーシートから参加申し込みをすること。  

 

＜参加申込み先・問い合わせ先＞   

一般社団法人湘南海洋教育スポーツ振興協会   

〒251-0035 神奈川県藤沢市片瀬海岸 1-12-4   

電話 050-2018-3946 

 

【エントリーフォーム】https://www.club-sports.net/entry/reserve/flow/id/766 

   

5.2. 参加料の支払い方法 



支払い方法については、期日までに指定の口座へ振り込むこととする。    

【口座明細】                          

楽天銀行 第四営業支店  普通 7137550             

シヤ）ショウナンカイヨウキョウイクスポ－ツシンコウキョウカイ  

5.3 

A) 11 月 13 日（金）までにエントリーフォームからエントリーし、11 月 16 日（月）までに指定の口座への料

金振り込みを完了するものとする。 

B) レイトエントリーの場合は 11 月 18 日（水）までにエントリーし、11 月 18 日（水）までに指定の口座への

料金振り込みを完了するものとする。 

C) 支払いが完了するまでエントリーは有効ではない。 

D) 競技者が競技に参加できない有効な理由を示す医師が発行する医療証明書を添えた場合、エントリー料の 50％

が返金されることがある。 

5.4. 当日のレジストレーション時に以下の提示を求められる場合がある。 

5.5. 年齢の証明（パスポートなど）＊ユースジュニア全日本クラスのみ 

5.6. コーチ及びサポートボートがある場合は、大会実行委員会に届け出る必要がある。 

    

6. カメラおよび電子機器 

6.1.[DP] [NP] 競技者は、大会主催者が指定するカメラ、音響機器、または位置情報機器をボードに搭載すること

が求められることがある。 

6.2.[NP] 個人のカメラ及びその付属品は、ボードや関連機器の機能または使用に影響を与えない場合に限り、携帯

することができる。 

6.2.1.撮影された映像や記録は、要請に応じて大会実行委員会に提供される。 

6.3.CR C.4.2 に従い、トラッキング及び GPS 装置の使用が許可される。 

 

7.[DP] 装備の登録と検査 

7.1.[NP]ユース・ジュニアクラスの競技者は、エキップメント登録フォーム(ERF) 

を受付時に提出する。登録フォームは受付時に入手できる。 

7.2.ユース・ジュニアクラスの競技者は、登録されたエキップメントのみを使用する。 

7.3.テクニカル委員会の許可なしに、登録されたエキップメントを会場（ハーバー内）、レースエリア、およびそれ

らに続く水域から持ち出してはならない。 

7.4.最初のレース前およびレース期間中に、エキップメントの検査が行われることがある。 

 

11.[DP]装備の交換 

11.1.損傷または紛失した装備の交換は、テクニカル委員会の承認がある場合にのみ許可される。 

11.2.陸上での交換：損傷または紛失した装備の交換の要請は、テクニカル委員会の検討のために、陸上本部で申請

しなければならない。いかなる要請も最初の合理的な機会に行われなければならない。 

11.3.水上での交換：レース直前にエキップメントを損傷または紛失し、交換する場合、競技者は予告信号前にテク

ニカル委員会またはレース委員会に通知しなければならない。陸に戻り次第可能な限り速やかに、抗議締切時

間内に NOR11.2 に従い、交換されたアイテムをテクニカル委員会に提示しなければならない。 

 

12. レース日程 

12.1. スケジュール 

11 月 21 日（土）  

８：30～９：15     レジストレーション、インスペクション   

          9：15      開会式・スキッパーズミーティング 

         10：30     第１レースの予告信号時刻 

               引き続きレース  

11 月 22 日（日）  

10：00  その日の最初のレースの予告信号時刻 

                    引き続きレース 

17：00  表彰式・閉会式 

    

12.2. 最終日は 15 時 30 分より後に予告信号を発しない。ただし、その時刻以前に予告信号が発せられたレースの

ゼネラルリコール後の再スタートを除く。 

12.3.２日間で 8 レースを予定する。1 日の最大レース数は 4 レースであるが、スケジュールの遅れにより 1 日あ

たりの最大レース数を変更する場合がある。 

12.4. 今大会では、iQFOiL クラスのマラソン及びメダルシリーズは行わない。 

 



13.レースエリア 

13.1.レースエリアの位置を示す地図は、江ノ島湾内と湾外の以下の海域内とする。(＊レースエリア添付参照) 

 

14.コース    

14.1.コースはコースレースとスプリントレースを予定する。 

14.3.FOIL チャレンジクラスはレースエリア１（湾内）でレースを行う予定とする。 

 

15. 得点 

15.1.大会の成立には最小 1 レースが必要である。 

15.2.各クラスの得点は、全体得点から再計算なしで抽出される。 

15.3.レースの得点は以下の通りである： 

15.3.1.コースレースは、1 レースごとの順位で得点される。 

15.3.2. スプリントレースは参加者が 24 名以下の場合、1 レースごとの順位で得点される。 

15.4. 競技者のシリーズ得点は、1～2 レースが成立した場合はすべてのレース得点の合計、3～7 レースが成立し

た場合は最も悪い得点 1 つを除外した合計、8 レースが成立した場合は最も悪い得点 2 つを除外した合計とする。 

15.5.掲示された結果における誤りの訂正を要求するため、競技者は大会実行委員会に利用可能な得点問い合わせフ

ォームを完成させ提出する。 

15.6.ヒートでレースする場合、スタートせず、コースを帆走せず、フィニッシュせず、リタイヤした、または失格

となったボードは、そのシリーズでヒートに割り当てられた最大のボード数よりも 1 つ多いフィニッシュ位置

の得点が与えられる。これは RRS A5.2 を変更している。 

 

16. サポートボート 

16.1.サポートボートは、レース初日の最初の予告信号 60 分以前に陸上本部にて登録受付をしなければならない。  

16.2.サポートボートはレスキューボートとみなされ、以下の条件を満たす場合のみ使用が許可される。  

A) 事前に大会事務局に現地航行ルール及び出艇場所等の条件を確認し、その指示に従うこと。  

B) 平常時はサポートボートとして航行範囲の制限を守り、レース委員会からレスキューボートとしての要請

があれば、いつでもこれに応じること。この要請があった場合のみ、制限範囲内への進入を認める。  

C) サポートボートは、船舶免許を所持し事前にヨットモータボート保険（対人対物賠償責任保険及び搭乗者

傷害保険）に加入していること。 

D)サポートボートは大会実行委員会よりサポート艇フラッグを受け取った場合、掲揚しなければならない。 

 

17. 賞 

17.1. 2026 iQFOiL ナショナルシリーズ最終戦の男子／女子上位 3 位までの選手に賞状を授与する。シリーズ年間

優勝者には賞を授与する。 

17.2. 2026 iQFOiL ユース・ジュニアクラス全日本選手権の男女上位選手に、日本セーリング連盟より表彰状を授

与する。 

17.3.  本大会は日本ウィンドサーフィン協会の定める 2026 年 J W A ユースジュニア強化対象選手の選考基準大

会に含む。 

17.4.  ＦＯＩＬチャレンジクラスは、上位選手を表彰する。 

17.5.  その他に、大会実行委員会の裁量により、賞を授与する場合がある。 

 

18.責任放棄 

18.1.RRS の規則 3 には「レースに参加するか、または続けるかについてのボードの決定の責任は、そのボードに

ある」と記されている。セーリングはその性質上予測不可能なスポーツであり、本質的にリスクを伴う。イベ

ントに参加することで、各競技者は以下を認識し同意する: 

18.1.1.スポーツに伴う固有のリスクを認識し、イベントへの参加中に自身とボードをそうした固有のリスクにさら

すことに対する責任を受け入れる。 

18.1.2.海上および陸上で、自身とボードおよびその他の財産の安全に責任を持つ。 

18.1.3.自身の行動または怠慢によって引き起こされた傷害、損害、損失に対する責任を受け入れる。 

18.1.4.ボードは良好な状態で、イベントへの参加に適した装備が整っており、自身の状態も良好で参加する資格が

ある。 

18.1.5.レース管理チーム、監視船、その他のオフィシャルやボランティアをレース主催者が提供しても、それらは

自身の責任を免除するものではない。 

18.1.6.特に極端な天候条件下に於いて、実用的に提供できる範囲での監視船の支援は限定される。 

18.1.7.レース委員会やテクニカル委員会が艇の検査を行うかどうかにかかわらず、この NOR に記載された各競技

者の責任を軽減するものではない。 

 

18. 保険 

18.1.各競技者は、第三者賠償責任保険に加入していることが必要である。 



  

18.2.本競技会の主催者（共同主催者）は JSAF 総合賠償責任保険（旧 J）ならびに民間損害保険会社の取り扱う賠

償責任保険に加盟している。 

18.3.本競技会の主催者（共同主催者）は大会参加選手全員の以下記載の内容の傷害保険に一括して加入している。

加入保険内容 死亡：1,000 万円 入院：5,000 円 通院：2,000 円 賠償責任：1 億円 

                                                                                     

19.責任の否認    

この大会の競技者は自分自身の責任で参加する。RRS3｢レースすることの決定」を参照。主催団体は、大会の前

後・期間中に生じた物理的損害または身体障害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。   

 

20.承諾事項、その他 

20.1.iQFOiL クラスルール、及びユースジュニアクラスのクラスルールは、以下の U R L を参照。 

（https://www.sailing.org/classes/iqfoil/#Documents） 

（https://www.sailing.org/classes/iqfoil-youth-junior/#Documents） 

20.2.JWA 登録、セールナンバー登録等は JWA ホームページ（https://jw-a.org/） を参照。 

20.3.セールナンバー 

A) 参加選手は、クラス規則に従ってセイルナンバーを表示しなければならない。これに違反した場合は、ク

ラス規則違反としてペナルティーの対象とする。 

B) ナンバーが他の選手と重複した場合は、JWA に登録されたナンバーが優先される。 

20.4.天候コンディション等により中止となった場合でも、参加料の返還はしないものとする。 

20.5.当日、気象警報などが出た場合は中止とする。 

20.6.大会期間中、施設利用やルールに関してスタッフの指示に従うこと。 

20.7.競技に参加するための用具は各自用意すること。 

20.8.自分の体力と当日の体調を確認し、各自の判断にて出場すること。 

20.9.クラスルールに従った浮力体を各自必ず用意すること。 

20.10.参加申込に際しては、大会開催会場の利用規約を遵守し承諾するものとする。また、個人情報の取り扱い、

写真等の取り扱いについても上記利用規約記載の通りとし、参加者はそれを承諾するものとする。 

20.11.選手の氏名、所属、順位等については、各種メディア等に掲載される場合があることを参加者は承諾するも

のとする。 

20.12.大会期間中の選手に関する動画、写真および撮影された映像、記録またはその製版の制作、使用および時々

の展示について無償で主催団体に独自の判断で使用する永久的な権利を自動的に与えるものとする。 

20.13.近隣での無断駐車はしないこと。 

20.14.ごみを投棄しないこと。 

 

＊レースエリア 

 

 

レースエリア 1 

レースエリア２ 

https://www.sailing.org/classes/iqfoil/#Documents
https://www.sailing.org/classes/iqfoil-youth-junior/#Documents
https://jw-a.org/

